
 
 

 

 

 

 

     

当日は、ハロウィンです！コスプレでのご来場大歓迎！！ 
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「宮古短期大学部の教員紹介 2026」はこちら ➡ 
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ホームページ 
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～三陸に学び、地域の未来を考える～ 

私は、地域や企業が災害にどのように備え、被災後にどのように立ち直って

いくのかを研究しています。また、その経験を将来のまちづくりや地域づくりに

どのように生かしていくことができるのかについても考えています。東日本大

震災津波を経験した三陸地域は、防災や復興だけでなく、人口減少、地域産

業、観光など、これからの地域社会を考える上で多くのことを学べる場所で

す。宮古短期大学部では、「岩手三陸学」や「総合三陸学」などを通じて、教

室で知識を学ぶだけでなく、実際に現地へ足を運び、地域の方々の話を聞

き、自分の目で見て考える機会を大切にしています。三陸そのものを「学びの

場」として、その課題だけでなく、魅力や可能性を発見し、これからの三陸を

考える。そんな学びを通じて、学生の皆さんと一緒に三陸の未来を 

考えていきたいと思っています。 

 

 

ゼミやサークルによる模擬店・縁日など盛りだくさんの企画を準備中！ 

黒森神楽さんによる演舞も予定しています。詳細は、ホームページ 

で随時お知らせします！皆さまのご来場をお待ちしております。 

  ホームページ 

宮古短大キャンパス内で撮影した、今月の１枚! 

9月のある日、夕方の空を見上げるときれいな
「うろこ雲」が広がっていたので、思わずパチ
リ！宮古短大は、まだ夏季休業中ですが、季節
はすっかり秋です。後期の開始を静かに待っ
ている校舎と共に… 

宮古短期大学部から初めて、マレーシア 

の首都クアラルンプールにあるマレーシア工 

科大学（UTM）のマレーシア日本国際 

工科院（MJIIT）が実施する海外サマ

スクール「Glocal Eminence Course 

（GEC）」に参加しました。８月４日

（火）～19日（水）の16日間、本学 

部の学生 2 名が明治大学や津田塾大学の学生とともに参加しました。研修中は UTM の

学生が「バディ（現地学生サポーター）」として同行し、英語授業や MJIIT の研究室見

学、現地の Setia Budi School で、日本文化を紹介するとともに、マレーシアの伝統文化 

を体験する交流活動を行いました。また、MJIIT の学生と日本語で交流する「Nihongo 

Cafe」への参加や、バトゥ洞窟、ピンクモスクなどへの訪問も行い、さまざまな体験や交流を

通じて異文化への理解を深め、国際的な視野を広げる貴重な機会となりました。（千） 

 

バトゥ洞窟↑ 

マレーシア 

工科大学↓ 

終了式後 
(左から 3 番目千田さん、右から 3 番目菊池さん) 

ツインタワー↑ 

開催日時 10 月 31 日(土) 10 時～15 時 
場 所  図書館前廊下 

どれでも 1 冊 50 円で販売します！ 
※ 図書館の開館時間は、10 時～17 時です。 蒼翔祭にて 

開催期間 10 月 1 日(木)～11 月 14 日(土) 
どなたでも参加できます！ 

ビンゴカードに書かれている数字と同じ分野の本を借りてスタン
プをゲット。縦・横・斜めのいずれかが揃えばビンゴです。ビンゴ
数に応じたプレゼントを差し上げます。ぜひ、ご参加ください。 

今回海外サマースクールに参加しようと思ったきっかけは、海外の文化

や価値観に直接触れ、日本との違いを自分自身で体験したいと考え

たからです。実際にマレーシアで過ごしてみると、さまざまな国や地域か

ら来た学生と交流する中で、同じ出来事でも文化や考え方によって捉

え方が大きく異なることを実感しました。また、最初は英語でのコミュニ

ケーションに緊張しましたが、積極的に話しかけることで少しずつ自分か

ら行動する力も身につきました。今回の経験を通して、異なる文化を

理解し尊重することの大切さを学び、今後も海外の人と関わる機会を

大切にしたいと思います。              菊池 佳乃(２年) 

私が海外サマースクールに参加しようと思ったきっかけは、大学 1 年生の頃でし

た。それまで岩手県内から出ることがほとんどなく、大学生になって自由な時間

とお金ができたことで、少しずつ旅行をするようになりました。その中で、自分には

まだまだ知らないことがたくさんあると感じ、さまざまな場所を訪れ、多くの人と出

会うことで新たな考え方を得たいと思うようになりました。そこで初めて「海外に

行ってみたい」という思いが生まれ、偶然このサマースクールを知り、応募しまし

た。実際に参加して、文化や価値観の違いを肌で感じるとともに、 

言葉の壁があっても積極的に行動することの大切さを学びました。 

また、さまざまな人との交流を通して、自分の視野が広がり、今まで 

とは違う考え方を受け入れるきっかけにもなりました。 

                           千田 寛人(２年) 

大学紹介・在学生の話
模擬講義・個別相談 
キャンパスツアー 
学長講義 など 

内 容 

高校生・保護者 
高校教員・一般の方 

 

対 象 

申込不要です! 
黒森神楽さんの 

上演もあります! 

宮古短期大学部(事務局) 
Tel 0193-64-2230 

問合せ先 

13時～ 
(12時 30分受付開始) 

 


